
青
少
年
赤
十
字
福
島
県
指
導
者
協
議
会

副
会
長　

松　

﨑　

健　

一

自
分
た
ち
の
学
校
を
創
る

　
「
気
づ
き
、
考
え
、
実
行
す
る
」

十
八
年
前
に
、
私
が
五
学
年
主
任

に
な
っ
た
と
き
か
ら
子
ど
も
た
ち

を
指
導
す
る
際
に
常
に
意
識
し
た

言
葉
で
す
。
指
示
待
ち
の
子
ど
も

が
多
い
と
い
う
大
き
な
課
題
を
抱

え
、
子
ど
も
た
ち
に
響
く
何
か
よ

い
言
葉
は
な
い
か
と
探
し
て
い
た

と
き
、
あ
る
教
育
雑
誌
で
出
会
い

ま
し
た
。
そ
し
て
、
第
一
学
期
始

業
式
前
日
に
教
室
の
黒
板
に
書
き

ま
し
た
。
恥
ず
か
し
な
が
ら
、
そ

の
と
き
は
、
青
少
年
赤
十
字
の
態

度
目
標
と
し
て
長
き
に
わ
た
り
使

わ
れ
て
き
た
言
葉
で
あ
る
こ
と
を

知
ら
ず
に
い
ま
し
た
。
始
業
式
の

日
の
午
後
、
校
長
先
生
が
そ
の
こ

と
を
教
え
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
続
け
て
次
の
よ
う
に

問
い
か
け
ら
れ
ま
し
た
。「
花
係

に
な
っ
た
小
学
一
年
生
の
Ａ
子
さ

ん
が
、
毎
朝
忘
れ
る
こ
と
な
く
真

面
目
に
外
の
花
壇
の
花
に
水
を
あ

げ
て
い
ま
す
。
あ
る
雨
の
日
、
Ａ

子
さ
ん
は
傘
を
さ
し
て
い
つ
も
の

よ
う
に
花
に
水
を
あ
げ
て
い
ま

す
。
こ
の
と
き
、
先
生
は
何
て
声

を
か
け
ま
す
か
。」
私
は
「
今
日

は
雨
な
ん
だ
か
ら
水
を
か
け
な
く

て
も
い
い
ん
だ
よ
。
あ
り
が
と
う

ね
。」
と
答
え
ま
し
た
。
最
後
に

「
あ
り
が
と
う
」
を
付
け
て
行
動

を
傷
つ
け
な
い
よ
う
に
す
れ
ば
い

い
だ
ろ
う
と
考
え
て
い
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
そ
の
校
長
先
生
は
、

ど
う
し
て
水
を
あ
げ
る
の
か
を
た

ず
ね
た
そ
う
で
す
。
Ａ
子
は
、

「
だ
っ
て
ね
、
葉
っ
ぱ
の
下
を
見

る
と
ね
、
土
が
乾
い
て
い
て
か
わ

い
そ
う
で
し
ょ
。」

　

私
は
、
目
に
見
え
る
行
動
だ
け

で
考
え
、
Ａ
子
の
気
づ
き
や
思
い

ま
で
は
見
よ
う
と
し
て
い
ま
せ
ん

で
し
た
。
自
分
の
児
童
理
解
の
浅

さ
に
愕
然
と
し
た
こ
と
を
覚
え
て

い
ま
す
。
校
長
先
生
は
続
け
て
、

「『
気
づ
き
、
考
え
、
実
行
す
る
』っ

て
い
い
言
葉
だ
ね
。
是
非
、
子
ど

も
の
視
座
に
立
っ
て
学
年
経
営
を

お
願
い
し
ま
す
。」
と
、
話
さ
れ

ま
し
た
。

　

私
は
、
現
小
学
校
の
校
長
と
し

て
三
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。
今
年

度
の
最
後
の
仕
事
は
閉
校
さ
せ
る

こ
と
で
す
。
赴
任
し
た
当
時
は
複

雑
な
心
境
で
し
た
が
、
学
校
生
活

で
見
ら
れ
る
子
ど
も
た
ち
の
活
き

活
き
と
し
た
姿
を
見
て
自
分
が
す

べ
き
こ
と
が
明
確
に
な
り
ま
し

た
。「
気
づ
き
、
考
え
、
実
行
す
る
」

と
い
う
プ
ロ
セ
ス
を
重
視
し
た
学

校
教
育
を
推
進
し
、
小
学
校
の
統

廃
合
を
含
め
、
大
き
く
変
化
し
て

い
く
社
会
の
中
で
も
主
体
的
に
対

応
し
な
が
ら
力
強
く
生
き
抜
く
人

間
の
礎
を
築
く
こ
と
で
す
。
そ
こ

で
、
今
年
度
の
子
ど
も
た
ち
と
の

合
い
言
葉
を
「
元
気
で
明
る
い
自

分
た
ち
の
学
校
を
創
ろ
う
」
と
し

ま
し
た
。
終
わ
る
こ
と
に
目
を
向

け
さ
せ
る
の
で
は
な
く
創
り
出
す

こ
と
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
使
っ
て
、

来
年
度
に
繋
げ
た
い
と
考
え
た
の

で
す
。
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
分

か
り
や
す
い
「
元
気
で
明
る
い
学

校
」
を
合
い
言
葉
に
、
学
校
を
創

る
た
め
に
で
き
る
こ
と
を
考
え
て

様
々
な
取
組
を
し
て
欲
し
い
と

思
っ
た
の
で
す
。
登
下
校
の
挨
拶

で
は
、
日
々
の
授
業
で
は
、
運
動

会
で
は
、
児
童
会
活
動
で
は
と
、

子
ど
も
た
ち
が
「
気
づ
き
、
考
え
、

実
行
す
る
」
場
面
は
連
続
し
ま

す
。
こ
の
小
さ
な
積
み
重
ね
が
、

主
体
的
に
活
動
す
る
個
々
の
資
質

を
高
め
、
自
分
た
ち
の
学
校
を
創

る
こ
と
に
な
る
の
だ
ろ
う
と
思
う

の
で
す
。

　

今
年
度
も
、
八
月
に
二
泊
三
日

の
日
程
で
青
少
年
赤
十
字
福
島
県

指
導
者
講
習
会
が
郡
山
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
参
加
さ
れ
た
先
生
方

の
研
修
意
欲
の
高
さ
を
目
に
し
、

大
変
心
強
く
思
い
ま
し
た
。
青
少

年
赤
十
字
の
理
念
が
生
か
さ
れ
る

場
が
、
学
校
教
育
の
中
に
は
た
く

さ
ん
あ
り
ま
す
。
我
々
教
員
は
、

子
ど
も
の
視
座
に
立
っ
て
、「
気

づ
き
、
考
え
、
実
行
す
る
」
子
ど

も
を
育
む
学
校
教
育
を
大
い
に
展

開
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

五
月
十
六
日（
木
）、
日
本
赤
十

字
社
福
島
県
支
部
に
お
い
て
、
福

島
県
教
育
委
員
会
教
育
長
鈴
木
淳

一
様
代
理
義
務
教
育
課
主
幹
横
山

修
様
、
福
島
県
青
少
年
赤
十
字
賛

助
奉
仕
団
委
員
長
松
田
貞
夫
様
の

ご
来
賓
と
県
内
各
地
区
の
会
長
が

出
席
さ
れ
指
導
者
協
議
会
総
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

令
和
元
年
度
青
少
年
赤
十
字

福
島
県
指
導
者
協
議
会
総
会
開
催

　

会
議
で
は
前
年
度
の
事
業
・
会

計
決
算
報
告
、
活
動
の
反
省
、
今

年
度
の
努
力
目
標
、
事
業
計
画
が

審
議
さ
れ
、
全
て
承
認
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
今
年
度
は
九
月
に
東

北
・
北
海
道
が
所
属
す
る
第
一
ブ

ロ
ッ
ク
青
少
年
赤
十
字
指
導
者
研

究
会
が
福
島
第
一
小
学
校
を
会
場

に
開
催
さ
れ
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
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ま
し
た
。
福
島
第
一
小
学
校
は
青

少
年
赤
十
字
の
理
念
を
学
校
経
営

に
位
置
づ
け
、
日
常
的
な
学
校
生

活
の
中
で
実
践
し
て
い
る
こ
と
か

ら
授
業
公
開
も
含
め
た
研
究
会
は

学
校
経
営
の
参
考
に
な
っ
た
と
思

い
ま
す
。

　

原
発
事
故
か
ら
八
年
、
避
難
指

示
が
解
除
さ
れ
学
校
が
地
元
で
再

開
さ
れ
つ
つ
あ
る
中
、
少
子
化
に

伴
う
学
校
統
合
や
新
学
習
指
導
要

領
へ
の
対
応
な
ど
か
ら
、
ト
レ
セ

ン
、
指
導
者
講
習
会
へ
の
参
加
が

難
し
く
な
っ
て
い
る
な
ど
の
課
題

が
あ
り
ま
す
。
一
方
で
、
加
盟
登

録
式
を
実
施
す
る
学
校
が
増
え
た

こ
と
、
青
少
年
赤
十
字
防
災
教
育

プ
ロ
グ
ラ
ム
「
ま
も
る
い
の
ち 

ひ

ろ
め
る
ぼ
う
さ
い
」
を
活
用
し
て

の
防
災
教
室
を
開
催
す
る
学
校
が

二
十
数
校
を
か
ぞ
え
る
な
ど
関
心

が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

態
度
目
標
の
「
気
づ
き
、
考
え
、

実
行
す
る
」
は
今
学

校
教
育
で
期
待
さ
れ

て
い
る
「
主
体
的
で

対
話
的
な
深
い
学

び
」
に
連
な
る
も
の

で
あ
り
、
自
ら
考
え
、

行
動
す
る
こ
と
の
出

来
る
児
童
・
生
徒
の

育
成
の
た
め
に
も
青

少
年
赤
十
字
活
動
の

果
た
す
役
割
は
大
き

い
と
再
確
認
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

役員名 氏　名 学　校　名
会　長 田　祐子 福島市立福島第一小学校
副会長 松﨑　健一 小野町立浮金小学校
副会長 新井田克生 大熊町立大熊中学校
副会長 湯田　重哉 福島県立会津学鳳高等学校
監　事 目黒　慎治 平田村立蓬田小学校
監　事 伊藤　弘行 棚倉町立山岡小学校
監　事 鈴木　睦治 福島県立葵高等学校

令和元年度　青少年赤十字
福島県指導者協議会役員名簿

◦
第
一
ブ
ロ
ッ
ク
青
少
年
赤
十
字
指
導
者
研
究
会

　

期
日　

九
月
十
日
㈫
・
十
一
日
㈬

　

場
所　

福
島
市
立
福
島
第
一
小
学
校 

他

◦
青
少
年
赤
十
字
福
島
県
指
導
者
協
議
会
第
二
回
会
長
会

　

期
日　

十
一
月
十
四
日
㈭

　

場
所　

日
赤
福
島
県
支
部

◦
フ
ィ
リ
ピ
ン
ユ
ー
ス
メ
ン
バ
ー
受
け
入
れ

　

期
日　

十
一
月
五
日
㈫
～
十
一
月
十
一
日
㈪

　
　
　
　

福
島
県
高
等
学
校
青
少
年
赤
十
字

連
絡
協
議
会
秋
季
総
会
参
加

◦
福
島
県
高
等
学
校
青
少
年
赤
十
字
連
絡
協
議
会
秋
季
総
会

　

期
日　

十
一
月
八
日
㈮
・
九
日
㈯

　

場
所　

郡
山
市
磐
梯
熱
海
温
泉 

清
陵
山
倶
楽
部

◦
詩
・
一
〇
〇
文
字
提
案
作
品
表
彰
式

　

期
日　

十
二
月
二
十
四
日
㈫

　

場
所　

日
赤
福
島
県
支
部

◦
青
少
年
赤
十
字
・
ス
タ
デ
ィ
セ
ン
タ
ー

　

期
日　

三
月
二
十
二
日
㈰
～
二
十
六
日
㈭

　

場
所　

山
梨
県
山
中
湖
村
東
照
館

「
気
づ
き
」「
考
え
」「
実
行
す

る
」
を
心
に
刻
ん
だ
三
日
間

　

青
少
年
赤
十
字
が
掲
げ
る
三

つ
の
実
践
目
標
「
健
康
・
安
全
」

「
奉
仕
」「
国
際
理
解
・
親
善
」

の
具
現
を
図
る
た
め
、
日
常
生

活
で
児
童
生
徒
一
人
ひ
と
り
の

価
値
観
を
高
め
る
指
導
者
の
育

成
と
青
少
年
赤
十
字

活
動
の
振
興
充
実
を

目
的
に
、
八
月
七
日

（
水
）～
九
日（
金
）の

二
泊
三
日
、
左
記
の

日
程
で
郡
山
市
青
少

年
会
館
に
お
い
て
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
参

加
者
は
幼
稚
園
一
、

小
学
校
三
十
七
、
中

学
校
十
四
、
高
校
三

の
五
十
五
名
と
な
り

ま
し
た
。

　

受
付
か
ら
指
示
の

な
い
生
活
に
始
ま

り
、
Ｖ
Ｓ
（
ボ
ラ
ン

タ
リ
ー
サ
ー
ビ
ス
）

や
先
見
と
い
っ
た
特

徴
あ
る
プ
ロ
グ
ラ

ム
、
待
つ
こ
と
の
大

切
さ
な
ど
指
導
者
と

し
て
改
め
て
自
分
自

身
に
向
き
合
う
こ
と

が
必
要
と
さ
れ
ま
し

た
。
最
終
目
標
で
あ

る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
向
け
て
、

仲
間
同
士
問
題
を
共
有
し
な
が
ら

自
ら
の
課
題
に
真
剣
に
取
り
組
ん

で
い
く
様
子
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
研
修
を
通
じ
て
青
少
年
赤
十

字
へ
の
理
解
を
深
め
る
と
と
も

に
、
児
童
生
徒
の
実
践
活
動
に
活

か
し
て
い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま

す
。

令和元年度 青少年赤十字指導者講習会

令和元年度の主な行事（９月以降）
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主
な
内
容
と
講
師
（
敬
称
略
）

◦
講
話

　
「
赤
十
字
と
青
少
年
赤
十
字
」

　

学
校
法
人
松
韻
学
園
福
島
高
校

 

根
本　

裕
之

　
「
先
見
・
Ｖ
Ｓ
等
に
つ
い
て
」

　

賛
助
奉
仕
団 

松
本　

光
司

　
「
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
つ
い
て

～
学
校
教
育
へ
の
生
か
し
方
」

　

白
河
市
立
信
夫
第
一
小
学
校
長

�

木
村　

真
一

◦
防
災
教
育

　
「
Ｂ
Ｃ
Ｗ　

ド
ロ
ー
イ
ン
グ

チ
ャ
レ
ン
ジ
」

　

賛
助
奉
仕
団 

松
本　

光
司

◦
講
話

　
「
青
少
年
赤
十
字
と
学
校
教
育
」

　

福
島
県
教
育
庁
県
中
教
育
事
務

所
指
導
主
事 

村
越　

洋
平

◦
実
践
事
例
発
表

　

西
会
津
町
立
西
会
津
小
学
校

�

校
長　

岡
崎　

秀
明

�

生
江　

和
枝

　

西
会
津
町
立
西
会
津
中
学
校

 

校
長　

五
十
嵐
正
彦

 

佐
瀬　

裕
子

　
　
　
　
　
　
　
　

 

令
和
元
年
度
会

津
若
松
市
立
第

二
中
学
校
勤
務

◦
実
技
演
習

　
「
非
常
炊
き
出
し
（
ハ
イ
ゼ
ッ

ク
ス
炊
飯
）」

　
「
応
急
手
当
～
三
角
巾
を
使
用

し
て
」�

日
赤
福
島
県
支
部

◦
実
技

　
「
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
」

◦
演
習
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

　
「
Ｊ
Ｒ
Ｃ
活
動
を
ど
の
よ
う
に

学
校
教
育
に
生
か
す
か
」

�

各
Ｈ
Ｒ
担
当

「
学
び
の
土
台
づ
く
り
の
た
め
に
」

相
馬
市
立
向
陽
中
学
校　

白
石
田
優
行

　
「
み
な
さ
ん
は
『
お
客
様
』
で

は
あ
り
ま
せ
ん
」。
ま
ず
講
習
会

の
冒
頭
、
胸
に
強
く
刺
さ
っ
た
言

葉
で
す
。
本
講
習
会
は
誰
か
に
何

か
を
し
て
も
ら
う
（
求
め
る
）
の

が
前
提
で
は
な
く
、
自
ら
見
通
し

を
も
っ
て
考
え
て
行
動
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
私
た
ち

教
員
は
子
ど
も
た
ち
に
「
自
分
で

考
え
て
行
動
し
ま
し
ょ
う
」
と
主

体
性
を
促
す
場
面
が
あ
り
ま
す

が
、
今
回
は
私
た
ち
が
実
践
す
る

機
会
を
い
た
だ
い
た
の
で
す
。

　

と
は
い
え
、
青
少
年
赤
十
字

（
以
下
Ｊ
Ｒ
Ｃ
）
指
導
者
講
習
会

へ
の
参
加
が
決
ま
っ
て
も
、
正
直

な
と
こ
ろ
三
日
間
で
何
を
学
ぶ
の

か
、
目
的
が
は
っ
き
り
し
な
い
ま

ま
初
日
を
迎
え
ま
し
た
。

　

研
修
が
は
じ
ま
り
赤
十
字
の
設

立
背
景
や
行
動
理
念
で
あ
る
「
人

道
」
も
、
学
校
に
生
か
す
に
し
て

青
少
年
赤
十
字
指
導
者
講
習
会
に
参
加
し
て

８月９日（金）

起床・清掃（VS活動）
６：00～７：00

朝の集い　７：00～７：30
朝食、VS活動
７：30～８：30

先見　８：30～８：40

ワークショップ（WS）
HR

８：40～12：00

昼　食
12：00～13：00

まとめ（WSの発表）
13：00～14：15

HR 　14：15～14：30
閉講式　14：30～15：30
解散予定　15：40

時　刻
６：00

７：00

８：00

９：00

10：00

11：00

12：00

13：00

14：00

15：00

16：00

17：00

18：00

19：00

20：00

21：00

22：00

23：00

８月７日（水）

受　付　９：30～10：00
アイスブレイク・記念写真撮影・開講式

10：00～11：00

講　話　「赤十字と青少年赤十字」
11：15～12：00
昼　食

HR 　12：00～13：00
講話「先見、V.S等について」

13：00～13：45

ワークショップ（WS）　「学校教育への生かし方」
14：00～15：00

防災教育演習　「BCW」
15：15～16：15

HR 　「ワークショップテーマの設定等」
16：30～17：30

夕食・交流会
18：00～19：30

入浴
19：30～20：30
自主研修時間
20：30～21：30

情報交換（スタッフ打合せ）　21：30～22：00

消　灯
22：00

８月８日（木）

起床・清掃（VS活動）
６：00～７：00

朝の集い　７：00～７：30
朝食、VS活動
７：30～８：30

先見　８：30～８：40

講　話　「青少年赤十字と学校教育」
８：40～10：10

　

実践事例発表　西会津小・西会津中
10：20～11：20

フィールドワークについての説明
昼　食

「ハイゼックス炊飯」
「三角巾の活用等」
11：50～13：30

野外活動
「フィールドワーク（FW）」

13：30～16：30
HR

野外活動講評
16：00～16：30

HR 　「活動の反省、一日の振り返り、これからの見通し等」
16：45～17：45

　

夕食、入浴
18：00～20：00

※入浴は、19：00からです。

自主研修時間
20：00～21：30

情報交換（スタッフ打合せ）　21：30～22：00

消　灯
22：00

日　程　表

◦
各
班
の
Ｈ
Ｒ
Ｔ
か
ら

�
 

福
地　

敏
夫

　

充
実
の
三
日
間
の
要
因
は
自
分

自
身
と
じ
っ
く
り
向
き
合
う
こ
と

で
し
た
。

�
 

箱
﨑　
　

仁

　

今
回
の
研
修
が
Ｊ
Ｒ
Ｃ
活
動
の

「
は
じ
め
の
一
歩
」
に
な
っ
て
く

れ
れ
ば
幸
い
で
す
。

�
 

浜
津　

昌
宏

　

未
来
の
福
島
の
子
ど
も
た
ち
の

た
め
に
少
し
で
も
力
に
な
れ
ば
最

高
で
す
。
福
島
県
の
た
め
、
夢
あ

る
福
島
の
子
ど
も
た
ち
の
た
め
頑

張
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

�
 

松
本　

仁
子

　

魅
力
あ
ふ
れ
る
素
敵
な
先
生
た

ち
は
福
島
県
の
宝
物
で
す
。
こ
れ

か
ら
も
熱
い
心
で
輝
い
て
下
さ
い
。

�
 

木
村　

真
一

　

Ｊ
Ｒ
Ｃ
の
理
念
を
じ
っ
く
り
と

体
感
で
き
た
三
日
間
、
児
童
生
徒

に
ぜ
ひ
生
か
し
て
く
だ
さ
い
。

�
 

松
本　

光
司

　

ス
タ
ッ
フ
の
汗
が
福
島
県
の
Ｊ

Ｒ
Ｃ
活
動
を
成
長
さ
せ
て
い
ま

す
。
と
も
に
熱
い
汗
を
。

�
 

根
本　

裕
之

　

人
道
に
つ
い
て
考
え
始
め
た
今

日
が
ス
タ
ー
ト
。
こ
れ
か
ら
も
頑

張
っ
て
く
だ
さ
い
。

（　
　
　
　

）
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も
戦
場
と
学
校
が
お
互
い
遠
い
存

在
に
感
じ
、
な
か
な
か
前
向
き
に

と
ら
え
ら
れ
ず
に
い
ま
し
た
。
し

か
し
、
講
話
を
聞
い
て
い
く
う
ち

に
、
Ｊ
Ｒ
Ｃ
が
掲
げ
る
指
導
理
念

は
私
た
ち
が
学
校
で
生
徒
に
指
導

し
て
い
る
こ
と
で
は
な
い
か
と
気

づ
い
た
の
で
す
。

　

Ｊ
Ｒ
Ｃ
の
態
度
目
標
で
あ
る

「
気
づ
き
、
考
え
、
実
行
す
る
」

こ
と
は
、
何
も
な
い
と
こ
ろ
か
ら

生
ま
れ
て
き
ま
せ
ん
。
生
徒
に

「
考
え
な
さ
い
」「
気
付
き
な
さ
い
」

と
口
先
だ
け
で
指
導
し
た
つ
も
り

に
な
っ
て
も
、
生
徒
は
「
何
に
気

付
き
、
考
え
れ
ば
い
い
の
？
」
と

な
る
は
ず
で
す
。
行
動
の
目
的
や

判
断
の
基
準
を
自
分
の
中
に
持
っ

て
い
な
い
か
ら
で
す
。
教
師
は
生

徒
が
気
付
く
き
っ
か
け
、
考
え
る

基
準
を
与
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
そ
う
考
え
る
と
本
講
習
会
は

私
た
ち
に
多
く
の
ヒ
ン
ト
を
与
え

て
く
れ
た
気
が
し
ま
す
。

　

次
に
何
を
す
べ
き
な
の
か
、
場

面
を
考
え
な
が
ら
見
通
し
を
持
っ

て
行
動
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん

で
し
た
。「
先
見
」
が
求
め
ら
れ

た
の
で
す
。
特
別
な
指
示
は
な

く
、
自
分
で
考
え
て
行
動
す
る
た

め
に
必
要
な
情
報
は
掲
示
板
か
ら

得
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
掲
示

板
の
使
い
方
に
も
工
夫
の
余
地
が

あ
る
と
は
思
い
ま
す
が
、
与
え
て

も
ら
う
だ
け
で
な
く
、
生
徒
が
自

ら
必
然
性
に
気
づ
き
、
主
体
的
・

自
律
的
な
生
活
を
送
る
た
め
に
有

効
な
手
立
て
で
は
な
い
か
と
感
じ

ま
し
た
。

　

ま
た
班
で
の
活
動
で
は
自
分
一

人
で
で
き
な
い
こ
と
を
他
の
先
生

方
と
の
協
力
に
よ
っ
て
解
決
す
る

こ
と
が
で
き
大
変
有
意
義
で
し

た
。「
協
力
」
と
一
言
で
言
っ
て

も
、
与
え
ら
れ
た
条
件
の
中
で
求

め
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
気
づ
き
、

解
決
法
を
考
え
、
自
分
の
考
え
を

伝
え
る
・
聞
く
。
そ
し
て
班
の
中

の
一
人
と
し
て
行
動
す
る
こ
と
が

求
め
ら
れ
ま
し
た
。
初
対
面
同
士

で
し
た
が
、
互
い
に
認
め
合
え
る

雰
囲
気
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
達
成

で
き
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
自
分
に
は
な
い
視
点
で
物
事
　

今
回
の
研
修
初
日
に
、
私
は
思

い
が
け
ず
、
参
加
さ
れ
た
先
生
方

の
前
で
東
日
本
大
震
災
で
の
被
災

の
体
験
に
つ
い
て
話
を
す
る
、
と

い
う
時
間
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

私
の
周
り
（
地
元
）
に
は
同
じ
よ

う
な
経
験
を
し
た
人
が
た
く
さ
ん

い
る
の
で
、
正
直
、
何
も
特
別
な

話
で
は
な
い
と
思
い
、
思
い
つ
く

ま
ま
、
頭
に
浮
か
ん
だ
こ
と
を
浮

か
ん
だ
ま
ま
に
話
し
ま
し
た
。
ほ

ん
の
十
分
程
度
の
、
し
か
も
拙
く

支
離
滅
裂
な
話
で
あ
る
に
も
関
わ

ら
ず
、
先
生
方
は
一
生
懸
命
私
の

話
に
耳
を
傾
け
、
真
剣
に
聴
い
て

く
だ
さ
っ
て
い
ま
し
た
。
中
に
は

涙
を
流
し
て
い
る
方
も
お
り
、
逆

に
申
し
訳
な
さ
す
ら
感
じ
て
し
ま

う
ほ
ど
で
し
た
。
そ
し
て
話
を
終

え
た
後
、「
防
災
教
育
の
大
切
さ

を
改
め
て
考
え
さ
せ
ら
れ
た
」「
震

災
の
体
験
談
を
生
で
聞
く
の
が
初

め
て
で
、
よ
り
防
災
に
対
す
る
意

識
が
強
く
な
っ
た
」「
貴
重
な
話

を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
」

な
ど
と
い
う
言
葉
を
か
け
て
も
ら

い
ま
し
た
。「
あ
、
こ
の
話
を
す

る
こ
と
は
、
子
ど
も
た
ち
だ
け
で

は
な
く
て
、
先
生
方
や
周
り
の
大

人
に
と
っ
て
も
、
大
切
な
こ
と
な

の
か
も
知
れ
な
い
。」
と
い
う
こ

と
に
気
づ
い
た
瞬
間
で
し
た
。

　

今
回
の
研
修
に
参
加
し
て
、

様
々
な
校
種
の
先
生
方
と
活
動
を

共
に
し
て
い
く
中
で
、
た
く
さ
ん

の
刺
激
と
学
び
を
得
ま
し
た
。
講

話
を
聴
い
て
、
Ｊ
Ｒ
Ｃ
活
動
の
学

校
教
育
へ
の
取
り
入
れ
方
を
知
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、

普
段
の
自
分
が
い
か
に
ぼ
や
っ
と

生
き
て
い
る
か
と
い
う
こ
と
を
再

認
識
し
、
子
ど
も
た
ち
の
成
長
の

機
会
を
奪
わ
ぬ
よ
う
、「
気
づ
き
、

考
え
、
実
行
す
る
」
こ
と
が
で
き

る
仕
掛
け
が
で
き
る
よ
う
に
な
り

た
い
と
思
い
ま
し
た
。
Ｖ
Ｓ
活
動

で
は
、
自
分
に
で
き
る
こ
と
・
や

ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
何

な
の
か
を
考
え
、
先
を
見
越
し
て

行
動
す
る
こ
と
の
大
切
さ
・
必
要

性
を
体
感
し
ま
し
た
。
ハ
イ
ゼ
ッ

ク
ス
炊
飯
・
三
角
巾
の
活
用
の
実

践
で
は
、
知
っ
て
お
く
べ
き
こ
と

を
知
ら
な
い
ま
ま
生
き
る
こ
と
に

勿
体
な
さ
を
感
じ
ま
し
た
。ま
た
、

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
で
は
、
得
意

な
こ
と
は
出
し
惜
し
み
せ
ず
、
苦

手
な
こ
と
は
隠
さ
ず
に
助
け
て
も

ら
う
な
ど
、
チ
ー
ム
で
協
力
す
る

と
大
概
の
こ
と
は
何
と
か
な
る
と

い
う
こ
と
を
、
Ｈ
Ｒ
の
先
生
方
と

楽
し
く
活
動
す
る
中
で
改
め
て
感

じ
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
に
向
け
た
研
修
の
時
間

「『
気
づ
く
』
と
い
う
こ
と
」

福
島
市
立
庭
塚
小
学
校　

政
井
　
芳
海

を
考
え
る
機
会
と
な
り
、
先
生
方

の
発
想
や
伝
え
方
、
行
動
か
ら
多

く
の
刺
激
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
の

活
動
も
校
種
も
向
き
合
う
子
ど
も

た
ち
の
環
境
も
異
な
る
中
で
、
そ

れ
ぞ
れ
の
課
題
に
向
き
合
い
な
が

ら
も
自
分
事
の
よ
う
に
一
緒
に

な
っ
て
解
決
法
を
模
索
し
て
く
れ

た
こ
と
に
感
謝
し
ま
す
。

　

最
後
に
、
ホ
ー
ム
ル
ー
ム
を
担

当
し
て
く
だ
さ
っ
た
ス
タ
ッ
フ
か

ら
、「
学
習
指
導
要
領
の
ポ
イ
ン

ト
に
『
主
体
的
・
対
話
的
で
深
い

学
び
を
育
む
』
と
あ
る
が
、
生
活

や
習
慣
に
つ
い
て
指
示
を
出
す
の

に
、
学
習
だ
け
が
『
主
体
的
』
に

な
る
は
ず
が
な
い
。」
と
の
言
葉

が
あ
り
ま
し
た
。「
気
づ
き
、
考

え
、
実
行
す
る
、
振
り
返
る
」
こ

と
は
、
学
び
の
集
団
づ
く
り
の
土

台
に
な
る
の
で
す
。
三
日
間
の
研

修
で
は
た
く
さ
ん
の
刺
激
を
い
た

だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
次
は
私
た
ち
が
生
徒
を
変
え

る
番
で
す
。
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県
高
校
Ｔ
Ｃ
は
、
七
月
十
一
日

～
十
三
日
に
国
立
磐
梯
青
少
年
交

流
の
家
で
、
加
盟
三
十
八
校
中
の

十
七
校
か
ら
四
十
六
名
の
生
徒
が

参
加
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

他
県
で
は
三
泊
で
行
わ
れ
る
こ

と
が
多
い
県
Ｔ
Ｃ
が
、
本
県
で
は

長
い
間
一
泊
で
行
わ
れ
て
い
ま
し

た
。
Ｔ
Ｃ
が
短
く
て
も
、
春
の
県

総
会
（
一
日
）、
秋
の
県
大
会
（
二

日
）
が
行
わ
れ
、
年
間
の
県
全
体

で
の
活
動
日
数
は
他
県
よ
り
も
多

い
く
ら
い
で
し
た
。
そ
の
Ｔ
Ｃ
に

こ
こ
数
年
を
か
け
て
改
善
が
加
え

ら
れ
、
一
泊
が
二
泊
と
な
り
、
指

導
ス
タ
ッ
フ
制
が
取
り
入
れ
ら

れ
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
も
実
施
さ

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

日
頃
か
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

を
行
っ
て
い
る
高
校
生
た
ち
は
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
現
場
の
中
で
も

成
長
し
て
い
き
ま
す
が
、
Ｔ
Ｃ
は

二
泊
三
日
と
い
う
短
期
間
で
生
徒

の
意
識
を
大
き
く
変
え
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
生
徒
が
大
き
く
成
長

し
て
い
る
こ
と
は
、
生
徒
自
身
が

感
想
の
中
で
一
日
目
と
三
日
目
と

で
は
考
え
方
が
変
わ
っ
た
と
書
い

て
い
る
こ
と
か
ら
も
わ
か
り
ま
す
。

プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
赤
十
字
概
論
、

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
、
国
際
人
道
法
、

Ｆ
Ｗ
、
Ｗ
Ｓ
と
定
番
で
す
が
、
プ

ロ
グ
ラ
ム
に
は
、
指
導
ス
タ
ッ
フ

が
工
夫
を
凝
ら
し
た
生
徒
自
ら
が

気
づ
く
仕
込
み
が
さ
れ
て
い
ま

す
。
そ
の
た
め
、
生
徒
た
ち
か
ら

は
、
一
人
ひ
と
り
が
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
を
と
る
こ
と
の
大
切
さ
を

学
ん
だ
、
昨
年
も
参
加
し
た
が
新

し
い
気
づ
き
が
た
く
さ
ん
あ
っ
た

な
ど
と
い
う
声
が
あ
が
っ
て
い
ま

す
。
教
え
ら
れ
た
こ
と
で
は
な

く
、
自
ら
気
づ
い
た
学
び
な
の

で
、
生
徒
た
ち
に
し
っ
か
り
定
着

し
て
い
く
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
、
ゆ
る
ス
ポ

（
ス
ポ
ー
ツ
カ
ル
タ
）
な
ど
今
ま

で
に
な
い
切
り
口
か
ら
の
講
座
も

行
わ
れ
、
こ
れ
か
ら
の
時
代
の
新

し
い
社
会
と
の
関
わ
り
方
の
学
び

が
あ
っ
た
の
も
今
年
度
の
特
徴
で

し
た
。

　

Ｔ
Ｃ
は
、
教
員
が
主
導
し
て
運

営
す
る
の
で
、
生
徒
が
受
け
身
に

な
っ
て
し
ま
い
が
ち
で
す
が
、
福

に
は
、
い
か
に
自
分
が
、
担
任
し

て
い
る
子
ど
も
た
ち
に
し
っ
か
り

目
を
向
け
ら
れ
て
い
な
か
っ
た

か
、
向
き
合
え
て
い
な
か
っ
た
か

と
い
う
こ
と
を
痛
感
し
ま
し
た
。

先
生
方
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
の

発
表
を
聞
い
て
、
し
っ
か
り
と
ビ

ジ
ョ
ン
を
持
っ
て
生
き
る
こ
と
の

大
切
さ
を
教
え
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

私
は
普
段
、
目
の
前
の
こ
と
に

い
っ
ぱ
い
い
っ
ぱ
い
に
な
っ
て
し

ま
い
が
ち
で
す
。
そ
う
す
る
と
、

自
分
の
置
か
れ
て
い
る
状
況
や
為

す
べ
き
こ
と
な
ど
が
見
え
ず
、
気

づ
く
こ
と
が
で
き
な
い
ま
ま
日
々

を
過
ご
す
、
と
い
っ
た
こ
と
が
多

く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
ん
な

私
が
、
三
日
間
で
こ
れ
だ
け
た
く

さ
ん
の
こ
と
に
気
づ
く
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
は
、
考
え

て
実
行
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
し
て
い
か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

時
間
と
心
に
余
裕
を
持
ち
、
ア
ン

テ
ナ
を
高
く
張
っ
て
情
報
を
得
よ

う
と
す
る
こ
と
、
そ
し
て
何
よ
り

自
分
の
今
の
状
態
を
自
分
で
把
握

し
た
上
で
、
ど
う
し
た
い
の
か
、

ど
う
す
べ
き
な
の
か
、
ど
ん
な
こ

と
を
し
た
ら
い
い
か
を
考
え
る
こ

と
。
考
え
た
ら
、
き
ち
ん
と
実
行

に
移
す
こ
と
。
そ
こ
で
ま
た
気
づ

く
こ
と
が
あ
り
、
次
の
ス
テ
ッ
プ

へ
進
ん
で
い
く
こ
と
が
で
き
る
の

だ
と
い
う
こ
と
を
、
三
日
間
の
研

修
を
通
し
て
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
自
分
が
身
を
も
っ
て
感
じ

た
「
気
づ
き
、
考
え
、
実
行
す
る
」

こ
と
の
大
切
さ
を
、
子
ど
も
た
ち

に
も
還
元
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

「
福
島
県
高
等
学
校
青
少
年
赤
十
字
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
を
実
施
し
て
」

県
高
校
Ｔ
Ｃ
主
任 

学
校
法
人
松
韻
学
園
福
島
高
等
学
校
Ｊ
Ｒ
Ｃ
部
顧
問　

根
本
　
裕
之

島
県
の
高
校
生
た
ち
は
、
自
ら
学

ぼ
う
と
い
う
意
識
や
、
自
分
を
変

え
よ
う
と
い
う
意
識
も
高
く
、
何

事
に
も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い

ま
し
た
。
夜
の
自
主
研
修
で
は
、

教
員
が
サ
ポ
ー
ト
し
な
く
て
も
自

分
た
ち
で
テ
ー
マ
を
設
定
し
、
教

え
あ
っ
た
り
意
見
交
換
を
し
た
り

し
て
い
ま
し
た
。
献
血
を
テ
ー
マ

に
し
た
自
主
研
修
で
は
、
校
内
献

血
を
実
施
し
て
い
る
学
校
の
生
徒

が
ノ
ウ
ハ
ウ
を
参
加
者
に
紹
介
し
、

献
血
の
輪
を
広
め
よ
う
と
し
て
い

ま
し
た
。

　

高
校
Ｊ
Ｒ
Ｃ
に
は
、
加
盟
校
の

減
少
と
い
う
課
題
が
あ
り
ま
す
が
、

Ｔ
Ｃ
を
始
め
と
し
た
様
々
な
活
動

の
中
に
は
、
社
会
貢
献
の
志
を

持
っ
た
生
徒
が
集
ま
り
、
主
体
的

で
深
い
学
び
、
協
働
的
な
学
び
が

展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
さ
に
教

育
改
革
で
言
わ
れ
て
い
る
教
育
が

こ
こ
に
は
あ
り
ま
す
。
こ
の
Ｊ
Ｒ

Ｃ
の
良
さ
を
広
め
、
さ
ら
な
る
活

動
の
活
性
化
に
つ
な
が
っ
て
い
っ

て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。
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リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

�

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
に
参
加
し
て

福
島
県
立
白
河
旭
高
等
学
校　

二
年　

齋
須
い
ぶ
き

一
泊
二
日
の
ト
レ
セ
ン

郡
山
市
立
芳
賀
小
学
校　

校
長　

芳
賀
　
仲
介

　

今
回
は
私
に
と
っ
て
Ｊ
Ｒ
Ｃ

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

セ
ン
タ
ー
へ
の
二
回
目
の
参
加
と

な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
研
修
で
は
三
日
間
、
福
島

県
内
の
高
校
生
と
赤
十
字
の
歴
史

を
よ
り
深
く
知
り
、
グ
ロ
ー
バ
ル

イ
シ
ュ
ー
と
そ
の
原
因
と
な
る
紛

争
や
環
境
問
題
、
噴
火
が
起
こ
っ

た
場
合
の
防
災
方
法
な
ど
に
つ
い

て
学
習
し
ま
し
た
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
の
知
識
を
深

め
る
こ
と
が
で
き
、
他
校
の
生
徒

と
も
活
発
に
意
見
交
換
を
す
る
こ

と
が
出
来
ま
し
た
。

　

こ
の
研
修
で
特
に
思
い
出
に

残
っ
た
こ
と
が
二
つ
あ
り
ま
す
。

　

一
つ
目
は
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

で
す
。
私
は
昨
年
の
経
験
も
あ
り
、

ど
の
よ
う
な
こ
と
に
も
対
応
で
き

る
よ
う
準
備
し
ま
し
た
が
、
本
番

で
は
冷
静
さ
を
か
い
て
し
ま
い
ま

し
た
。
そ
し
て
、
自
分
の
知
識
不

足
も
目
立
っ
て
い
ま
し
た
。
な
の

で
、
も
っ
と
赤
十
字
や
救
急
法
、

防
災
に
つ
い
て
の
知
識
を
深
め
よ

う
と
思
い
ま
し
た
。

　

二
つ
目
は
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で

す
。
私
は
昨
年
参
加
し
た
時
に
立

案
す
る
こ
と
が
出
来
た
子
ど
も
食

堂
へ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
ア
ッ
プ

グ
レ
ー
ド
し
よ
う
と
計
画
を
進
め

ま
し
た
。

　

私
は
『
高
校
生
が
子
ど
も
食
堂

　

郡
山
地
区
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
・

セ
ン
タ
ー
は
一
泊
二
日
で
行
う
こ

と
が
伝
統
と
な
っ
て
い
ま
す
。
今

年
も
八
月
一
日
～
二
日
、
郡
山
自

然
の
家
で
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
例

年
よ
り
多
い
百
六
名
の
児
童
・
生

徒
が
参
加
し
て
、
と
て
も
活
気
あ

の
利
用
者
に
勉
強
を
教
え
る
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
』
を
し
よ
う
と
考
え
ま

し
た
。
学
ぶ
機
会
を
皆
等
し
く
持

つ
と
い
う
こ
と
が
重
要
だ
と
私
は

思
っ
て
い
ま
す
。
計
画
を
一
通
り

立
て
終
え
、
先
生
方
に
ア
ド
バ
イ

ス
を
伺
い
ま
し
た
。

　

先
生
方
は
一
人
ひ
と
り
違
う
目

線
で
私
に
ア
ド
バ
イ
ス
を
わ
か
り

や
す
く
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

そ
の
お
か
げ
で
、
私
は
自
分
の
計

画
を
様
々
な
観
点
で
見
る
こ
と
が

可
能
と
な
り
、
計
画
も
よ
り
具
体

的
な
も
の
に
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
終
了
後
、
私

は
自
分
の
計
画
を
全
体
で
発
表
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
発
表
は

綿
密
な
計
画
を
立
て
た
こ
と
も
あ

り
、
う
ま
く
伝
え
る
こ
と
が
で
き

ふ
れ
る
ト
レ
セ
ン
と
な
り
ま
し
た
。

　

一
日
目
の
午
前
中
は
入
所
式
、

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
、
学
校
紹
介
を

行
い
ま
し
た
。
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク

で
は
自
己
紹
介
カ
ー
ド
を
作
り
班

内
の
交
流
を
図
り
ま
し
た
。

　

午
後
は
賛
助
奉
仕
団
の
方
に
よ

た
と
思
っ
て
い
ま
す
。
で
も
発
表

後
に
、「
そ
れ
で
は
子
ど
も
食
堂

が
塾
の
よ
う
に
堅
苦
し
い
場
所
に

な
っ
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
」

と
い
う
質
問
を
も
ら
い
ま
し
た
が
、

抽
象
的
な
言
葉
で
し
か
答
え
ら
れ

ま
せ
ん
で
し
た
。

　

私
に
は
今
回
の
研
修
で
得
た
課

題
が
山
の
よ
う
に
あ
り
ま
す
。
特

に
知
識
を
身
に
つ
け
る
こ
と
と
、

物
事
を
細
か
い
デ
ィ
テ
ー
ル
ま
で

観
察
し
、
考
察
す
る
こ
と
、
何
よ

り
も
自
分
で
計
画
し
た
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
実
現
さ
せ
る
こ
と
で

す
。
そ
の
た
め
に
、
今
ま
で
よ
り

多
く
の
も
の
の
見
方
に
気
を
つ
け

な
が
ら
、
友
人
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
計
画
を
進
め
、
実
行
し
て
い
こ

う
と
思
っ
て
い
ま
す
。。

福島県高等学校青少年赤十字リーダーシップトレーニングセンター日程
時間 ７月11日 ７月12日 ７月13日

６：00 起床 起床

先見 先見

６：30 朝のつどい 朝のつどい

７：30 朝食 朝食

（移動）

８：30

選択講座
Ａ：救急法　　　
Ｂ：国際理解　　
Ｃ：ボランティア
Ｄ：防災　　　　

ワークショップ解説

９：00 ワークショップ

（準備）

10：00 受付 ��

11：00 アイスブレイク
開講式

オリエンテーリング

多様性とコンセンサス ワークショップ発表
各HR

12：00 昼食
着替え 昼食 昼食

着替え

13：00
赤十字・青少年

フィールドワーク
・説明
・関門

アンケート記入
閉講式

14：00 JRCのリーダー

15：00 人道法 フィールドワーク講評

16：30 ホームルーム１ ホームルーム２

17：00 夕べのつどい 夕べのつどい

18：00 夕食 夕食

19：00 ゆるスポ 自主研修

20：00 入浴／Ｖ．Ｓ． 入浴／Ｖ．Ｓ．

22：00 就寝準備 就寝準備

23：00 点呼（点呼後消灯） 点呼（点呼後消灯）
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令和元年度　トレーニング・センター一覧
地　区 日　　　程 場　　　所 人数 内　　　　　　　容

ト

レ

ー

ニ

ン

グ

セ

ン

タ

ー

小

・

中

学

校

福島・伊達・安達 ７月31日㈬ 二本松市立大平小学校 25 ・防災コミュニケーションワークショップ・非常炊き出し・
応急手当・フィールドワーク

郡　　　山 ８月１日㈭～２日㈮ 郡山自然の家 106 ・講話「赤十字について」・救急法・スコアオリエンテー
リング・ナイトハイク

会津北会津 ７月31日㈬ 国立磐梯青少年交流の家 41 ・講話「赤十字の歴史と JRC活動について」子供にもで
きる応急手当・フィールドワーク

両　　　沼 ７月26日㈮ 福島県会津自然の家 71 ・講話「JRC活動について」・AED講習会・オリエンテー
リング

耶　　　麻 ８月１日㈭ 福島県会津自然の家 42 ・災害炊飯体験・救急法講習
西　白　河 ７月31日㈬ 白河市立表郷小学校 0 ・防災コミュニケーションワークショップ・非常炊き出し

い　わ　き ８月２日㈮ いわき市立菊田小学校 13 ・講話「JRC活動について」・心肺蘇生法・災害時シュミ
レーション・フィールドワーク

高　
　
　
　
　
　
　
　

校

高　校　県 ７月11日㈭～13日㈯ 国立磐梯青少年自然の家 46
・講話「赤十字・青少年赤十字概論」「JRCのリーダー」「人
道法」・ゆるスポ・選択講座・フィールドワーク・ワー
クショップ

県　　　北 ８月５日㈪～６日㈫ 日赤福島県支部 28 ・講話「国際人道法」・SDGs・福祉レクリエーション・
非常炊き出し・防災演習

県　　　南 ７月31日㈬ 郡山市青少年会館 51 ・救急法基礎講習・非常炊き出し・防災コミュニケーショ
ンワークショップ（竹ひごタワー）・県TC報告

会　　　津 ８月20日㈫ 県立葵高等学校 17 ・避難所運営ゲーム「HUG」・災害時図上訓練「DIG」

い　わ　き ８月９日㈮ いわき市労働福祉会館 21 ・避難所運営実動訓練・三重県 JRC活動発表・「世界の子
どもにワクチンを」活動概要報告・ワークショップ

る
講
話
「
赤
十
字
に
つ
い
て
」
と

指
導
員
の
方
に
よ
る
「
救
命
救
急

法
」
の
実
技
を
二
つ
の
グ
ル
ー
プ

に
分
け
て
交
互
に
行
い
ま
し
た
。

夜
は
ナ
イ
ト
ハ
イ
ク
を
行
い
ま
し

た
。

　

二
日
目
の
午
前
中
は
フ
ィ
ー
ル

ド
ワ
ー
ク
を
行
う
予
定
で
し
た

が
、
猛
暑
の
た
め
短
時
間
で
で
き

る
ミ
ニ
ス
コ
ア
オ
リ
エ
ン
テ
ー
リ

ン
グ
に
変
え
ま
し
た
。
午
後
は
昼

食
を
と
り
退
所
式
を
行
い
解
散
と

な
り
ま
し
た
。

　

ト
レ
セ
ン
を
一
泊
二
日
で
行
う

た
め
に
は
、
か
な
り
の
準
備
を
要

し
ま
す
。
事
務
局
校
を
中
心
に
準

備
を
進
め
て
い
き
ま
す
。
共
催
を

い
た
だ
い
て
い
る
県
中
地
区
賛
助

奉
仕
団
に
は
全
面

的
に
ご
支
援
を
い

た
だ
き
ま
す
。
当

日
は
各
校
か
ら
推

薦
し
て
い
た
だ
い

た
先
生
方
に
運
営

に
携
わ
っ
て
頂
き

ま
す
。
今
年
は
二

十
三
名
の
先
生
方

に
協
力
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
こ

れ
ら
の
方
々
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
に

よ
っ
て
郡
山
地
区

の
ト
レ
セ
ン
は
支

え
ら
れ
て
い
ま

す
。

　

ご
支
援
、
ご
協

力
い
た
だ
き
ま
し

た
方
々
に
心
よ
り

感
謝
を
申
し
上
げ

ま
す
。

児
童
の
感
想
よ
り

・
私
は
友
達
を
た
く
さ
ん
作
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
部
屋
の
片

づ
け
な
ど
生
活
面
で
も
し
っ
か

り
で
き
ま
し
た
。
赤
十
字
の
父

ア
ン
リ
ー
・
デ
ュ
ナ
ン
の
言
っ

た
「
人
間
は
み
な
兄
弟
」
と
い

う
言
葉
を
聞
い
て
、
戦
争
の
な

い
世
界
を
め
ざ
し
て
い
た
こ
と

に
感
心
し
ま
し
た
。

・
赤
十
字
の
旗
に
は
戦
争
を
止
め

る
力
が
あ
る
と
思
い
ま
し
た
。

「
気
づ
き
・
考
え
・
実
行
す
る
」

も
と
て
も
よ
い
言
葉
だ
と
思
い

ま
し
た
。
友
達
と
仲
良
く
過
ご

す
こ
と
が
で
き
と
て
も
楽
し

か
っ
た
で
す
。
ま
た
来
年
も
来

た
い
と
思
い
ま
す
。
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お
忙
し
い
と
こ
ろ
原
稿
を
お
寄

せ
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

あ
と
が
き

令
和
元
年
度

青
少
年
赤
十
字
海
外
支
援
事
業

�

バ
ヌ
ア
ツ
ス
タ
デ
ィ
ツ
ア
ー

二
〇
一
九
年
八
月
十
七
日（
土
）～
二
十
四
日（
土
）　

訪
問
国 

バ
ヌ
ア
ツ
共
和
国

　

日
本
赤
十
字
社
で
は
青
少
年
赤

十
字
活
動
資
金
（
一
円
玉
募
金
）

を
財
源
と
し
た
海
外
支
援
活
動
を

行
っ
て
お
り
、
平
成
二
十
九
年
度

か
ら
は
ネ
パ
ー
ル
赤
十
字
社
及
び

バ
ヌ
ア
ツ
赤
十
字
社
を
対
象
と
し

て
い
ま
す
。

　

昨
年
度
に
引
き
続
き
、
今
年
度

は
バ
ヌ
ア
ツ
共
和
国
に
福
島
県
立

郡
山
高
校
二
年
の
昆
茉
莉
花
さ
ん

が
全
国
の
仲
間
と
と
も
に
派
遣
さ

れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
ス
タ
デ
ィ
ツ
ア
ー
で
、

私
は
八
月
十
七
日
か
ら
二
十
八
日

ま
で
バ
ヌ
ア
ツ
研
修
に
参
加
し
ま

し
た
。
私
が
こ
の
ツ
ア
ー
に
参
加

し
た
目
的
は
、
日
本
と
同
様
に
災

害
国
で
あ
る
バ
ヌ
ア
ツ
が
ど
の
よ

う
に
防
災
を
身
に
付
け
て
い
る
の

か
を
現
地
で
体
験
す
る
こ
と
で
知

る
こ
と
で
す
。
私
は
こ
の
ツ
ア
ー

に
参
加
す
る
ま
で
バ
ヌ
ア
ツ
が
ど

ん
な
国
な
の
か
詳
し
く
知
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
し
か
し
、
そ
こ
か
ら

得
ら
れ
る
経
験
が
あ
る
と
思
い
参

加
を
決
め
ま
し
た
。

　

首
都
ポ
ー
ト
ビ
ラ
に
あ
る
学
校

を
三
校
訪
れ
ま
し
た
が
、
ど
の
学

校
も
災
害
の
授
業
に
か
な
り
力
を

入
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し

た
。
一
円
玉
募
金
に
よ
っ
て
作
ら

れ
た
自
然
災
害
に
関
す
る
ポ

ス
タ
ー
を
説
明
し
た
り
、
文

節
を
並
べ
替
え
て
防
災
に
役

立
つ
正
し
い
文
章
を
作
っ
た

り
、
サ
イ
ク
ロ
ン
や
火
山
噴

火
に
関
す
る
詩
や
劇
を
発
表

し
た
り
…
。
子
ど
も
た
ち
も

真
剣
に
先
生
の
話
を
聞
い
た

り
積
極
的
に
手
を
挙
げ
た
り

し
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
ツ
ア
ー
五
～
六
日
目

に
訪
れ
た
メ
レ
学
校
で
は
避

難
訓
練
に
参
加
し
ま
し
た
。

校
舎
が
海
の
近
く
に
あ
る
た

め
、
二
～
三
㎞
先
に
あ
る
小

高
い
山
の
ほ
う
ま
で
走
っ
て

い
き
ま
し
た
。
終
わ
っ
た
後

に
生
徒
に
感
想
と
反
省
点
を

聞
き
、
現
地
の
先
生
方
と
も

避
難
時
に
ど
う
行
動
す
れ
ば

最
善
か
話
し
合
い
ま
し
た
。

未
だ
防
災
・
減
災
に
つ
い
て

知
識
を
持
っ
て
い
る
教
員
が

少
な
い
学
校
が
多
く
、
正
し
い
知

識
を
備
え
た
教
員
の
育
成
も
課
題

の
一
つ
に
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ツ
ア
ー
四
日
目
に
ラ
ジ
オ
局
に

行
く
機
会
が
あ
り
、
私
は
「
な
ぜ

防
災
に
つ
い
て
学
ぼ
う
と
思
っ
た

の
？
」
と
い
う
質
問
に
対
し
て

「
東
日
本
大
震
災
を
経
験
し
て
か

ら
同
じ
よ
う
に
支
援
を
必
要
と
し

て
い
る
人
た
ち
の
助
け
に
な
り
た

い
と
思
っ
た
か
ら
」
と
答
え
ま
し

た
。
災
害
時
に
頼
み
の
綱
と
な
る

ラ
ジ
オ
で
防
災
の
内
容
の
放
送
が

さ
れ
て
い
る
の
は
良
い
取
り
組
み

だ
と
思
い
ま
し
た
。
街
中
を
移
動

し
て
い
る
間
に
も
津
波
が
起
き
た

と
き
の
避
難
す
る
方
向
を
示
す
看

板
や
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
が
設
置
さ

れ
て
い
る
の
を
何
度
も
見
か
け
ま

し
た
。

　

約
三
千
人
が
暮
ら
す
メ
レ
村
へ

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
し
た
と
き
に
は
日

本
と
は
違
っ
た
文
化
を
経
験
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
滞
在
中
に

一
番
印
象
に
残
っ
た
こ
と
は
ニ
ワ

ト
リ
の
鳴
き
声
で
起
床
し
た
こ
と

で
す
。
ま
た
、
お
互
い
に
つ
い
て

話
す
時
間
が
多
か
っ
た
の
で
一
般

人
の
生
の
声
が
聞
け
た
の
は
良

か
っ
た
で
す
。
日
本
か
ら
の
プ
レ

ゼ
ン
ト
を
渡
し
た
と
き
は
、
と
て

も
喜
ん
で
も
ら
え
た
の
が
嬉
し

か
っ
た
で
す
。

　

今
回
の
ス
タ
デ
ィ
ツ
ア
ー
に
参

加
し
た
こ
と
で
、
バ
ヌ
ア
ツ
が
ど

ん
な
状
況
か
、
私
に
は
ど
ん
な
こ

と
が
で
き
る
の
か
を
知
る
良
い

き
っ
か
け
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の

経
験
を
機
に
、
今
後
の
あ
ら
ゆ
る

活
動
に
お
い
て
さ
ら
に
主
体
的
に

活
動
し
よ
う
と
思
い
ま
す
。

一円玉募金で作成された
自然災害に関するポスター

日
本
赤
十
字
社
福
島
県
支
部

創
立
130
周
年
記
念
福
島
県
赤
十
字
大
会

　

令
和
元
年
七
月
十
八
日（
木
）

と
う
ほ
う
・
み
ん
な
の
文
化
セ
ン

タ
ー
に
お
い
て
、
日
本
赤
十
字
社

名
誉
副
総
裁　

寬
仁
親
王
妃
信
子

殿
下
御
臨
席
の
も
と
、
創
立
130
周

年
記
念
福
島
県
赤
十
字
大
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

次
の
先
生
方
が
青
少
年
赤
十
字

指
導
者
と
し
て
、
銀
色
有
功
章
を

授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

松
本
仁
子
先
生
（
福
島
県
立
福

島
東
高
等
学
校
）、
根
本
裕
之
先

生
（
学
校
法
人
松
韻
学
園
福
島
高

等
学
校
）、
石
田
享
子
先
生
（
学

校
法
人
山
﨑
学
園
福
島
県
磐
城
第

一
高
等
学
校
）、
夷
塚
陽
子
先
生

（
学
校
法
人
昌
平
黌
東
日
本
国
際

大
学
附
属
昌
平
高
等
学
校
）、
菅

野
勇
一
郎
先
生
（
福
島
県
立
福
島

北
高
等
学
校
）

　

又
、
学
校
法
人
松
韻
学
園
福
島

高
等
学
校
Ｊ
Ｒ
Ｃ
部
部
長　

原
大

河
さ
ん
が
「
十
代
の
献
血
者
の
増

加
に
向
け
て
」
と
題
し
て
体
験
発

表
を
行
い
ま
し
た
。
受
賞
さ
れ
た

皆
さ
ん
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

「
人
生
の
転
機
」

福
島
県
立
郡
山
高
等
学
校　

二
年　

昆
　
茉
莉
花

学校での防災教室

日
本
赤
十
字
社
福
島
県
支
部

創
立
130
周
年
記
念
福
島
県
赤
十
字
大
会

令和元年 10 月 31 日 （8）ＪＲＣふくしま（第 62 号）


